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１ 概要 

  平成 30年 12月に策定した「大竹市公立保育所等再編基本方針」（以下「基本方針」という。）

に基づき，大竹地区の公立保育所（大竹保育所及び本町保育所）の再編については，令和６年

度までに完了することとしている。 

【基本方針に基づく再編の方向性（想定されるパターン）】 

 大竹保育所 本町保育所 備考 

パターン１ 統合 
施設の位置（統合の場合）・規模・運

営方法・認定こども園化等は保育需

要や民間動向等を踏まえて検討 

パターン２ 現状維持 民営化 

パターン３ 民営化 民営化 

 

 

２ 大竹地区の現況 

（１）地区の範囲 

北栄，東栄，西栄，南栄，本町，元町，新町，白石，油見，木野 

 

（２）０～５歳人口の状況（各年４月１日現在）             （単位：人） 

年 
年    齢 

計 市全体 
０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 

H27 104 102 99 103 101 97 606 1,231 

H28 92 107 114 107 103 109 632 1,245 

H29 107 99 104 110 99 103 622 1,226 

H30 104 106 100 102 114 98 624 1,204 

H31 91 110 103 98 103 112 617 1,135 

R2 98 89 109 103 101 101 601 1,083 

  ※ 平成 28年度以降，市全体の０～５歳人口の半数超を大竹地区が占めている。 

 

（３）保育施設の状況                         （単位：人） 

施設名 公・私 種別 所在地 
認可定員

(保育認定) 

入所児童数 

(R2.4.1) 

大竹保育所 公立 保育所 白石一丁目 90 97 

本町保育所 公立 保育所 本町一丁目 80 63 

ひまわりさかえ

こども園 
私立 

幼保連携型 

認定こども園 
西栄三丁目 150 149 

計 320 309 

(参考)市全体 615 574 

 

 

 

 

※ 入所児童数は，他市町村からの広域

入所受託児童を含む。 
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３ 公立保育所に係る現状と課題 

（１）待機児童と保育士不足の解消 

少子化の一方で女性の就業率の上昇等により，３歳未満児の入所希望が増加傾向にあり，平

成 29・30年度に待機児童が発生した。令和元年度においては，国定義の待機児童は発生してい

ないが，施設の立地や開所時間等の問題から希望の施設に入れない児童が急増している。 

また，全国的に保育の需要が高まる中，保育士の確保が難しい状況となっており，年度途中

の入所希望に対し，保育士が不足しているため，児童の受入れができない状況が続いている。 

【待機児童数の状況】                        （単位：人） 

種別 H29.10月 H30.10月 R1.10月 R2.4月 

待機児童 11 3 0 0 

入所未決定児童 1 5 19 5 

※ 児童数はいずれも 3歳未満の児童 

【入所児童数の状況】                           （単位：人） 

施設名 年齢別 
H29 H30 R1 R2 

4/1 3/1 4/1 3/1 4/1 3/1 4/1 

大竹保育所 

3歳未満 36 40 35 37 38 39 37 

3歳以上 65 69 65 66 61 62 61 

計 101 109 100 103 99 101 98 

本町保育所 

3歳未満 11 12 14 17 17 18 23 

3歳以上 49 51 44 49 51 51 40 

計 60 63 58 66 68 69 63 

  ※ 保育士の確保が難しいため，年度途中から入所希望に十分対応ができない。 

 

（２）保育士の配置状況 

公立保育所では，保育士の正職率が低く，約３割となっている。特に，大竹保育所では，正

職率が極めて低い水準となっており，組織の運営体制等の観点から，正規職員の比率向上が必

要となっている。 

【保育士の配置状況】                          （単位：人） 

施設名 種別 H29 H30 R1 R2 

大竹保育所 

正規職員 4 4 4 4 

臨時職員 13.5 12 11 12 

計 17.5 16 15 16 

正職率（％） 22.9％ 25.0％ 26.7％ 25.0％ 

本町保育所 

正規職員 4 3 4 4 

臨時職員 3 6 5 7 

計 7 9 9 11 

正職率（％） 57.1％ 33.3％ 44.4％ 36.4％ 

※ 正規職員の数は，所長，再任用職員を除く。 

※ 臨時職員の数は，早出居残り保育士，代替保育士を除く。 
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（３）施設の老朽化 

  大竹保育所は公立保育所の中で最も新しい施設であるが，建設から 34年経過し，施設の老朽

化が進行する中で，良好な保育環境及び児童の安全を確保するための整備が必要となって

いる。 

本町保育所は築 45年で，耐震基準は満たしているものの，雨漏りや壁・床などの劣化損傷に

加え，平成 30 年度には老朽化による水道管の損傷により一時的に施設が使用不可となるなど，

児童の安全確保及び維持管理費の増加が課題となっている。 

  【保育所の概要】 

施設別 建築年度 経過年数 構造 延床面積 園庭面積 耐震性能 

大竹保育所 昭和 60年 34年 RC 938.74㎡ 1,500.00㎡ 新基準 

本町保育所 昭和 49年 45年 RC 917.57㎡ 550.26㎡ 旧基準 
（耐震診断済） 

 

（４）駐車スペースの不足 

  本市の公立保育所は，全て住宅密集地に立地しており，大竹保育所は５台の駐車スペースを

確保しているが，入所児童に対して明らかに少なく，また，本町保育所は，敷地内に駐車場が

確保されていないため，送迎時間帯に周辺道路の混雑が発生し，路上駐車も多発しており，事

故発生リスクや周辺住民の生活環境にも影響を及ぼしていることから，新たな駐車スペースを

確保する必要が生じている。 

 

（５）多様な保育ニーズへの対応 

施設設備が建設当初のままであり，０歳児保育，延長保育，一時預かり，障害児保育など，

多様化する保育ニーズに対応するための施設整備が課題となっている。 

また，民間施設よりも開所時間が短いなど，保護者の就労状況等に十分対応できていないた

め，大竹地区全体では，開所時間の長い（19時 15分まで）ひまわりさかえこども園に希望が集

中する傾向にある。 

【特別保育事業等の実施状況】             

施設名 区分 
開所時間 

(延長保育時間) 

利用 

年齢 

乳児 

保育 

一時 

預かり 

延長 

保育 

障害児 

保育 

大竹保育所 公立 
平日  7:30～18:30 

土曜 7:30～15:00 
０歳～ 有 ― ― 有 

本町保育所 公立 
平日  7:30～18:00 

土曜 7:30～18:00 
１歳～ ― 

有 

１歳～ 
― 有 

ひまわりさか

えこども園 
民間 

平日  7:15～18:15 

    (18:15～19:15) 

土曜 7:15～18:15 

    (18:15～19:15) 

０歳～ 有 
有 

０歳～ 
有 有 

 

（６）施設整備に係る財源不足 

  施設整備に係る国庫補助金は民間施設に限定されており，公立施設には整備に係る国庫補助

財源がないことを踏まえ，大竹地区の再編に当たっては，可能な限り一般財源の抑制を検討す

る必要がある。 
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４ 大竹地区施設整備計画 

 人口集中地区である大竹地区の保育の必要量を，公立・私立合わせて適切に確保するととも

に，施設整備に係る費用を可能な限り抑制しつつ，現在の公立施設の課題を解消しながら保育

サービスの充実を図るため，施設整備計画を次のとおりとする。 

【公立施設】 

１ 本町保育所を大竹保育所に統合し，受入体制の拡充，開所時間の延長や多様な

保育ニーズへの対応を図る。 

２ 統合後の定員は，大竹保育所の収容可能人数の 120 名以内とし，民間施設の規

模や他施設の状況等を踏まえて設定する。 

 ３ 統合後の施設の位置は，現大竹保育所とする。 

４ 大竹保育所の施設整備は，駐車場の整備や乳児保育室の整備等，現施設が抱え

る課題の解消及び保育サービス充実のために必要な整備を行うものとする。 

 

【民間施設】 

１ 新たに民間施設を誘致する。施設の規模（定員）は，概ね 50 名から 100 名まで

の間とし，大竹地区の他施設とのバランスを考慮の上，決定する。また，第二期大

竹市子ども・子育て支援事業計画における確保方策と整合を図るものとする。 

２ 事業者は公募とする。ただし一の事業者が整備する施設の規模が，市が求める

定員に満たない場合は，複数の民間施設の整備も検討する。 

３ 施設用地は事業者において土地を用意することとし，既存の保育施設の立地等

を考慮の上，市の承認を得て決定するものとする。 
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５ 施設整備スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地　区 公・私 令和４年度 令和５年度 令和６年度

小方地区

玖波地区

大竹地区

令和２年度 令和３年度

公立

私立

公立

私立

公立

[仮称]小方認定こども園整備

（定員180）

設備改修（駐車場，乳児保育室等）
※各年度予算に応じて順次実施

大竹保育所（定員90） 大竹保育所
（定員120以内）

本町保育所（定員80）

[仮称]小方認定こども園（定員180）

統

合

統

合

・

移

転

立戸保育所（定員90）

玖波保育所（定員45）

知恩保育園（定員70）

なかはま保育所（定員90）

小規模保育施設整備

（定員18）

保育施設整備

小規模保育施設（定員18）

民間保育施設（定員50～100）

ひまわりさかえこども園（定員150）
園舎改築

保育施設公募
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※ 各施設定員数は，令和2年8月時点での計画数値であり，令和3年度以降の定員数は，保育需要の変化などの要因により変更になる可能性があります。 


